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問いきいき高齢介護課☎0176-51-6721令和８年度の介護保険料について

問くらし環境課☎0176-51-6726犬や猫の適切な飼育をお願いします

　犬や猫などのペットは、私たちの生活を豊かにしてくれるかけがえのない存在です。
　しかし、ペットのふんや尿の被害や放し飼いなどは近隣トラブルの原因となります。人間と動物が、
地域で安心して快適に暮らせるように、飼い主は責任を持って適切な飼育をすることが必要です。

マナーを守って人間も動物も快適に

③納入通知書などの様式の変更
　システムの更新に伴い、納入通知書など、交付する書類の様式を変更しました。

②算定基準の変更
　令和７年中の老齢基礎年金（満額）の支給額が82万6,500円となったことを踏まえ、介護保険料の所得段階のうち、
第１、２、４、５段階の算定基準を次のとおり変更します。なお、段階別の保険料の年額に変更はありません。

所得
段階 市民税課税状況 変更前 変更後 保険料年額

１

世帯
非課税 本人

非課税

生活保護受給者等、年金収入
等80万9,000円以下

生活保護受給者等、年金収入等82万
6,500円以下

24,453円

２
年金収入等80万9,000円超
120万円以下

年金収入等82万6,500円超120万円以下 41,613円

３ 年金収入等120万円超 変更なし 58,773円

４ 世帯
課税

年金収入等80万9,000円以下 年金収入等82万6,500円以下 77,220円

５ 年金収入等80万9,000円超 年金収入等82万6,500円超 85,800円

①特例措置と特例減免の実施
　令和７年度の税制改正で、給与所得控除の最低保障額が55万円から65万円に引き上げられました。
これに対応した介護保険法施行令の改正により、本年度の介護保険料の算定に限り、令和７年中の給
与収入が55万1,000円以上190万円未満の人の一部には、控除額の引き上げを無かったものとする特
例措置が行われます。
　これにより、市民税が非課税でも介護保険料の算定では課税扱いになる場合があります。ただし、市
民税が令和７・８年度とも非課税の場合には特例措置を行わない特例減免を適用します（申請は不要）。

▲詳しくは市ホー
ムページをご覧く
ださい

飼い主のマナー

■�しつけや訓練をして、人に危害を加えたり、鳴き声などで迷惑をかけないようにしましょう。
�■�迷子になってしまったとき、飼い主の元に戻れるように、首輪に鑑札と注射済票を付けましょう。
また、マイクロチップを装着し、マイクロチップ情報登録サイトに登録しましょう。
��■�散歩は排せつのためではありません。家の周囲や公共の場所などに排せつをしないように、自宅で
済ませてから散歩に行きましょう。�散歩中に排せつをしてしまった場合、ふんは必ず持ち帰り、尿
は水で流すなどマナーを守りましょう。
■�狂犬病に感染し、発症した場合は犬も人間もほぼ100%死に至ります。犬には必ず狂犬病の予防注射を
受けさせましょう。

■�猫は屋内で飼うようにしましょう。環境を整えれば、猫は屋内だけで心身ともに健康に過ごすこと
ができます。放し飼いの猫は、交通事故などの危険にさらされるだけでなく、感染症などの病気に
かかる恐れもあります。

犬の場合

猫の場合


